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GPBAR1
GPBART; TGR5; G-protein coupled bile acid receptor 1; G-protein coupled receptor GPCR19;
hGPCR19; Membrane-type receptor for bile acids; M-BAR; hBG37; BG37
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質共役受容体（GPCR）スーパーファミリーのメンバーをコードしています。この酵素は、胆汁酸の細胞表面受容体として機能します。このGPCRを発現している細胞を胆汁酸で処理すると、細胞内cAMPの産生、MAPキナーゼシグナル伝達経路の活性化、および受容体の内在化が誘導されます。この受容体は、胆汁酸によるマクロファージ機能の抑制とエネルギー恒常性の調節に関与しています。選択的スプライシングにより、同じタンパク質をコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2008年7月],機能：胆汁酸の受容体。胆汁酸との結合により、その内在化、細胞外シグナル制御キナーゼの活性化、および細胞内cAMP産生が誘導されます。胆汁酸によるマクロファージ機能の抑制に関与している可能性があります。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,組織特異性：普遍的に発現しています。脾臓と胎盤で高発現しています。その他の組織では低発現です。消化器組織では、胃、十二指腸、回盲部、回腸、空腸、上行結腸、横行結腸、下行結腸、盲腸、肝臓で発現していますが、食道と直腸では発現していません。
	研究分野
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	GPBAR抗体を用いたLOVO細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

